


ひ
ろ
お
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
　

�

～
愛
と
夢
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
～

　
広
尾
町
は
１
９
８
４
年
（
昭
和
59
年
）
に
北

欧
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
市
か
ら
国
外
初
の

「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
の
認
定
を
受
け
て
以
来
、「
愛

と
平
和　
感
謝
と
奉
仕
」
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
ひ
ろ
お
サ
ン
タ
カ
ー
ド

　
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
広
尾
町
か
ら
多
く
の
方
々
へ
愛
と
夢

を
届
け
た
「
ひ
ろ
お
サ
ン
タ
メ
ー
ル
」
は
、
昨

年
か
ら
新
た
に
「
ひ
ろ
お
サ
ン
タ
カ
ー
ド
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
毎
年
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
い
る
サ
ン
タ
カ
ー

ド
で
す
が
、
今
年
は
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
た

北
海
道
出
身
の
画
家
、
お
お
ば
比
呂
司
さ
ん
の

絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
カ
ー
ド
な
の

か
は
届
い
て
か
ら
の
お
楽
し
み
！

子
ど
も
の
夢
を
応
援
す
る

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　　
サ
ン
タ
カ
ー
ド
事
業
の
一
環
と
し
て
「
子
ど

も
の
夢
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り

組
み
、
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
児
童
養
護
施

設
を
対
象
に
、
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち

の
ク
リ
ス
マ
ス
を
応
援
し
よ
う
と
、
サ
ン
タ
カ
ー

ド
申
込
料
金
の
一
部
を
使
い
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

届
け
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
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昨年リニューアルしたサンタの家では、クリスマスグッズは
もちろん、コーヒーなどの飲食物も販売しています。

広尾町産のトドマツを使用した巨大クリスマスツリーは、札
幌市内の大型商業施設「サッポロファクトリー」に展示され
ています。

夢
を
届
け
る
た
め
に
も
、
サ
ン
タ
カ
ー
ド
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

ウ
ッ
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

�

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

　　
大
丸
山
森
林
公
園
に
昨
年
か
ら
新
た
に
追
加

さ
れ
た
ウ
ッ
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
今
年

は
数
を
増
や
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！
昨
年
取
り

付
け
ら
れ
た
木
製
ラ
ン
タ
ン
１
，
０
０
０
個
に

加
え
て
、
今
年
は
更
に
４
，
０
０
０
個
を
取
り

付
け
ま
し
た
。
サ
ン
タ
の
家
の
前
の
「
木
と
光

の
カ
ー
テ
ン
」
の
他
、
大
丸
山
森
林
公
園
に
続

く
歩
道
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
取
り
付
け
ら
れ
た

木
製
ラ
ン
タ
ン
の
光
が
公
園
内
を
暖
か
く
照
ら

し
て
い
ま
す
。
既
に
見
た
方
も
、
ま
だ
見
て
い

な
い
方
も
、
ぜ
ひ
新
た
な
光
を
堪
能
し
に
公
園

に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
来
年
は
更
に
数
を
増
や
し
、
１
万
個

の
木
製
ラ
ン
タ
ン
を
取
り
付
け
る
予
定
で
す
。

今
後
の
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

展
開
に
も
、
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

関
係
各
所
お
問
い
合
わ
せ

○
役
場
水
産
商
工
観
光
課
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
係

　
☎
２
・
０
１
７
７

○
役
場
農
林
課
農
政
林
務
係

　
☎
２
・
０
１
７
９

○
サ
ン
タ
の
家

　
☎
２
・
３
２
９
３

○
役
場
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

　
☎
２
・
０
１
８
４
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サンタランド
ツリー点灯式
in 大丸山森林公園

　
大
丸
山
森
林
公
園
で
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
３

年
ぶ
り
に
来
場
者
を
迎
え
て
の
開
催
と
な
る
今

回
は
、
会
場
ス
テ
ー
ジ
で
広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

ジ
ャ
ズ
ス
ク
ー
ル
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ

「
奏そ

ら楽
」
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
公
園
内
の
駐
車
場
で
は
、
サ
ン

タ
ラ
ン
ド
ク
リ
ス
マ
ス
市
が
催
さ
れ
、
飲
食
物

や
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
の
販
売
の
他
、
Ｊ
Ａ
ひ

ろ
お
に
よ
る
牛
乳
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

～
取
材
を
し
て
み
て
～

�

町
民
通
信
員
　
堀
田
希

　
来
場
者
か
ら
は
「
初
め
て
会
場
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
の
瞬
間
と
花
火
の
打
ち
上
げ
を
見
た
。
と
て

も
き
れ
い
で
感
動
し
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

来
場
者
を
迎
え
て
の
会
場
に
は
点
灯

と
と
も
に
歓
声
が
上
が
り
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
演
出
効
果
を
一
層
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

見
に
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

会場から見える花火を楽しむ来場者会場から見える花火を楽しむ来場者

駐車場では多くの人が買い物を楽しみました駐車場では多くの人が買い物を楽しみました

広尾サンタランドジャズスクールの演奏が会場を沸かせます広尾サンタランドジャズスクールの演奏が会場を沸かせます

奏楽の演奏が来場者を魅了しました奏楽の演奏が来場者を魅了しました

10/22
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お魚さばき体験・
昆布の学習会を開催

【お問い合わせ】　広尾町健康管理センター　☎２－５１２２

包丁研ぎ～　このスキルがあれば包丁研ぎ～　このスキルがあれば
料理全般の腕が上がること間違いなし！料理全般の腕が上がること間違いなし！

魚さばき～　処理の仕方だけでなく、魚さばき～　処理の仕方だけでなく、
活用方法も教えてくれました。活用方法も教えてくれました。

　町では第６次広尾町まちづくり推進総合計画の基本目標の１つで
ある「豊かな自然を生かした活力ある産業のまちづくり」を目指し、
重点プロジェクトとして「広尾の食資源」開発、伝承プロジェクト
を計画しています。その一環として10月14日、健康管理センターを
会場にお魚さばき体験・昆布の学習会が開かれました。
　同教室は、広尾町の食文化である魚のさばき方や魚介類を原料と
した調理等が伝承されにくくなってきていることから、楽しく食文
化を学んでもらおうと実施。ピロロツーリズム推進協議会の協力の
もと、亀田妙子さん、漁師の濱津崇さん、保志弘一さんが講師を務
め、町民９人が参加しました。
　包丁の研ぎ方から始まり、魚のさばき方、昆布の学習（採取から
出荷までの流れ）を行いました。コマイの三平汁、スナエビの唐揚
げ、昆布チップスなども試食し、賑やかな声が響き渡っていました。

おいしい～とにっこり笑顔♡おいしい～とにっこり笑顔♡
地元の新鮮な食べ物を美味しく食べられると幸せな地元の新鮮な食べ物を美味しく食べられると幸せな
気分になりますよね。気分になりますよね。
来年度も教室を予定していますので、皆様の参加を来年度も教室を予定していますので、皆様の参加を
お待ちしています！お待ちしています！
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地
域
の
防
災
体
制
の
確
立
と
住

民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
総
合
防
災
訓
練
」

を
９
月
28
日
（
水
）
に
実
施
し
ま

し
た
。

　
「
総
合
防
災
訓
練
」
は
４
年
に

１
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
第

１
部
の
「
地
震
・
津
波
か
ら
の
避

難
訓
練
」
と
第
２
部
の
「
各
機
関

に
よ
る
訓
練
」
の
２
部
構
成
で
実

施
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
避
難
訓
練
は
、
午
前

９
時
30
分
に
十
勝
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
１
、
広
尾
町
で
震

度
７
と
い
う
大
地
震
が
発
生
し
、

太
平
洋
沿
岸
中
部
に
大
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
実

施
し
ま
し
た
。
防
災
無
線
等
に
よ

る
避
難
指
示
を
合
図
に
対
象
と
な
っ

た
町
内
会
、
事
業
所
の
方
々
が
指

定
さ
れ
た
緊
急
避
難
場
所
へ
避
難

し
ま
し
た
。

　
避
難
訓
練
終
了
後
、
十
勝
港
第

４
ふ
頭
を
会
場
に
第
２
部
の
訓
練

と
し
て
、
関
係
機
関
に
よ
る
被
災

者
の
移
送
、
救
出
、
搬
送
、
炊
き

出
し
・
配
給
の
各
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
被
災
者
移
送
訓
練
で
は
、
津
波

に
よ
り
音
調
津
地
区
全
体
が
孤
立

し
、
負
傷
者
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
で
、
音
調
津
町
内
会
の
住
民

が
被
災
者
役
と
な
り
、
陸
上
自
衛

隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
広
尾
海
上

保
安
署
の
巡
視
船
と
か
ち
を
使
っ

て
、
空
と
海
か
ら
被
災
者
を
移
送

す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
被
災
者
救
出
訓
練
で
は
、
地
震

で
倒
壊
し
た
家
屋
や
車
両
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
人
を
、
特
殊
な
工
具

を
使
用
し
て
救
出
す
る
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
広
尾
町

赤
十
字
奉
仕
団
と
陸
上
自
衛
隊
が

協
力
し
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、

来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
各
訓
練
終
了
後
、
会
場
で
は
関

係
機
関
に
よ
る
パ
ネ
ル
や
災
害
用

車
両
の
展
示
、
訓
練
で
使
用
し
た

巡
視
船
と
か
ち
な
ど
の
公
開
も
行

わ
れ
、
普
段
あ
ま
り
目
に
し
な
い

災
害
用
資
機
材
等
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
広
尾
海
上
保
安
署
の

扇
谷
署
長
は
、「
北
海
道
か
ら
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
が
示
さ
れ
、

早
期
避
難
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い

る
中
で
総
合
防
災
訓
練
は
住
民
、

事
業
所
、
官
公
庁
そ
れ
ぞ
れ
が
防

災
の
こ
と
を
考
え
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
う
。
災
害
は
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
訓
練
を
通
じ
て
、
防
災

意
識
を
高
め
、
１
人
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
よ
う
に
各
機
関
同
士
で

連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
講

評
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

・
陸
上
自
衛
隊
第
５
旅
団

・
広
尾
警
察
署

・
広
尾
海
上
保
安
署

・
広
尾
消
防
署

・
広
尾
町
消
防
団

・
帯
広
開
発
建
設
部

・
広
尾
町
赤
十
字
奉
仕
団

・
広
尾
ボ
デ
ー
工
業
（
有
）

・（
有
）
三
幸
産
業

・�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
（
株
）

　
北
海
道
事
業
部
北
海
道
東
支
店

・�

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
株
）

帯
広
支
店
大
樹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー

・（
株
）
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ

　
北
海
道
東
支
店

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
帯
広
放
送
局

・�

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
（
株
）
帯
広
事
業
所

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

災
害
に
備
え
る
意
識
づ
く
り
を

�

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

陸上自衛隊第５旅団のヘリコプターを使用した被災者移送訓練の様子陸上自衛隊第５旅団のヘリコプターを使用した被災者移送訓練の様子
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▶▶��

緊
急
避
難
場
所
に
避
難
す
る
住

緊
急
避
難
場
所
に
避
難
す
る
住

民
・
事
業
所
従
業
員
（
旧
広
尾

民
・
事
業
所
従
業
員
（
旧
広
尾

保
育
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

保
育
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

巨
大
地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
は
い
つ
起
こ
る

巨
大
地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
の
備

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
の
備

え
と
災
害
に
対
す
る
意
識
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

え
と
災
害
に
対
す
る
意
識
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
う
。

◀
被
災
者
移
送
訓
練
で
使
用
し
た

◀
被
災
者
移
送
訓
練
で
使
用
し
た

　
巡
視
船
と
か
ち
。
訓
練
終
了
後
、

　
巡
視
船
と
か
ち
。
訓
練
終
了
後
、

　
内
部
の
一
般
公
開
を
実
施

　
内
部
の
一
般
公
開
を
実
施

▲広尾消防署による車両からの救出訓練▲広尾消防署による車両からの救出訓練

▲陸上自衛隊第５旅団と赤十字奉仕団が▲陸上自衛隊第５旅団と赤十字奉仕団が
　炊き出し訓練でカレーライスを作り、　炊き出し訓練でカレーライスを作り、
　参加者へ配布　参加者へ配布

▲陸上自衛隊第５旅団による▲陸上自衛隊第５旅団による
倒壊家屋からの救出訓練倒壊家屋からの救出訓練

▲ＮＨＫ帯広の中継車を展示▲ＮＨＫ帯広の中継車を展示

▶幅が広がって災害対策本部にもなる▶幅が広がって災害対策本部にもなる
　車両などを展示（帯広開発建設部）　車両などを展示（帯広開発建設部）

当日の参加者数
避難訓練　　１３３人
第２部訓練　１８６人

多くのご参加、
ありがとうございました。
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避難所の運営方法を体験
～高校生、町民、役場職員が訓練を実施～

　10月19日に広尾高校体育館において防災訓練を実施しました。この訓練は避難所の設置・運
営方法の体験や防災資機材の使い方を学ぶことを目的に昨年から実施しているもので、広尾高
校１年生、町内の自主防災組織、役場職員が参加しました。
　避難所運営訓練では、運営役と避難者役に分かれて検温・受付を行い、避難者の状況や感染
症拡大を考慮した受入方法について学びました。また、避難所に設置するパーティションや段
ボールベッドなどの組立訓練では、参加者が協力して作業を行いました。
　災害発生直後は、地域における「共助」が重要な役割を果たします。広尾町全体の防災力向
上を図るため、今後もこのような訓練を実施していきます。
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図柄入りご当地ナンバープレート
18町村で「十勝」ナンバーを導入へ！

　管内18町村で構成する十勝町村会では、十勝ブランドをこれまで以上に積極的に発信し、地
域振興や観光振興につなげるため、「十勝」または「とかち」ナンバーの導入に向けて検討を
重ねてきました。
　９月中旬から10月下旬にかけて18町村ごとに実施した住民アンケートでは、全体で71％の方
から新ナンバーの導入に賛同が得られました。

＜「十勝」ナンバー導入に向けて要望書を提出＞
　このアンケート調査の結果を参考に総合的に判断
し、11月11日に漢字での「十勝」ナンバー導入に
向けた最初の手続である北海道知事あての要望書を、
十勝総合振興局長へ手渡しました。
　現在の制度では、帯広市を含めた19市町村でご
当地ナンバーを導入することは叶いませんでしたが、
走る広告塔として十勝ブランドをさらに発信するため、
今後も18町村共同での取組を進めていきます。

〈住民アンケート調査の結果〉

調査数 回答者数
ナンバーの名称の回答内訳

「十勝」 「とかち」 「帯広」 その他

広尾町 600人 230人
（38.3%）

74人
（32.2%）

94人
（40.9％）

57人
（24.8％）

４人
（1.7％）

十勝全体 15,923人 5,191人
（32.6%）

1,848人
（35.6%）

1,858人
（35.8%）

1,309人
（25.2%）

137人
（2.6%）

＜今後の想定スケジュール＞
日程 内容

令和４年11月11日 「導入等意向表明書」の提出（町村→北海道→国）
令和５年３月 「導入等申込書」の提出
令和６年度 新ナンバープレートのデザインを決定
令和７年５月 新ナンバープレートの交付開始

【お問い合わせ】　企画課企画防災係　☎２－０１８４

3,706人
（71.4%）

十勝総合振興局長（中央）に十勝総合振興局長（中央）に
北海道知事あての要望書を手渡した。北海道知事あての要望書を手渡した。
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新 型 コ ロ ナ 関 連 情 報

新型コロナウイルス感染症対策
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町民の皆様へ 改めて点検をお願いします

※ オミクロン株対応型ワクチンは、３回目以降が対象のため、先に初回接種（１・２回目）
として従来型ワクチンを接種する必要があります。

【広尾町国民健康保険病院】
・毎週水・金曜日（都合により実施しない日もあります）
・集団接種 １２月１７日（土）午前９時～

【クリニックつつみ】
・集団接種 １２月１０日（土）午前９時～

三
密
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基本的な感染防止行動の実践

オミクロン株対応ワクチン
できるだけ早い接種をご検討ください

今後のスケジュール

ご予約は
ワクチン接種予約システムまたはワクチン予約専用電話２－５１２３
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新 型 コ ロ ナ 関 連 情 報
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

※感染を疑う症状がある方、感染者への支援の方法について、上記「北海
道コロナチャットボットシステム」のほか、広報１１月号、または広尾
町公式ウェブサイトにも掲載しています。健康管理センターでは随時相
談を受け付けています。

【お問い合わせ】広尾町健康管理センター　　☎２－５１２２

ご家庭で準備しておくとよいもの

 

体温計 薬（解熱剤など） 

食料品（３日分程度） 

国が承認した医薬品
検査キット（研究用ではないもの） 

※医療用の検査キットは薬局やインターネットで購入できます。
ご用意のできる方はお願いします。
※町内の薬局での一般販売（令和 年 月現在）
よしだ薬局、サンタ薬局、イナガミ薬局

 困ったときはこちら…

検索 北海道コロナチャットボットシステム

「検査を受けたい」「陽性になった」
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老人クラブは高齢者の皆さんが豊かな生活をおくる

ために活動を行うクラブです。パークゴルフ大会やス

ポーツ大会、カラオケなどを行っています。

老人クラブで充実した毎日を送りましょう！

◎老人クラブ一覧 １３の老人クラブが活動しています。

老 人 ク ラ ブ 名 代 表 者 名 老 人 ク ラ ブ 名 代 表 者 名

中央老人クラブ（ 人） 鈴木 キヨ子 つつじが丘レインボー会（ 人） 米澤 博治

音調津老人クラブ（ 人） 徳成 達廣 宝樹会老人クラブ（ 人） 今井 清司

野塚老人クラブ明老会（ 人） 佐藤 春一 駅前シルバークラブ若葉会（ 人） 東藤 孝吉

豊似寿クラブ（ 人） 工藤 雅秀 茂寄もみじクラブ（ 人） 鈴木 邦佳

紋別老人クラブ（ 人） 相良 力 東豊似老友若葉会（ 人） 生天目 勇

並木老人クラブ高砂会（ 人） 藤井 数夫
丸山南 丁目シルバークラブ

長寿会（ 人）
武藤 敏行

曙老人クラブ（ 人） 山川 定子

（敬称略）

◎興味のある方は、下記にご連絡ください。

連 絡 先 電 話 番 号 時 間

役場保健福祉課福祉係 ８：３０～１７：１５

広尾町社会福祉協議会 ９：００～１７：００

「老人クラブ」の

会員を募集しています
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～医療費通知について～

お問い合わせ
北海道後期高齢者医療広域連合

【住所】〒０６０－００６２
　　　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階

【電話】０１１－２９０－５６０１

　広尾町住民課国保係
　【電話】２－０１７１

■医療費通知を全受診者へ送付しています
　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を年２
回送付します。
　これは、健康管理の重要性を意識していただくことで、医療費の適正化、ひいては被保険者の
皆様の負担軽減を図ることを目的としています。

◆医療費通知の活用例
　○医療費の推移が把握でき、ご自身の健康状況の把握や健康管理に活用できます。
　○診療日数等に間違いがないか確認しましょう。
　【イメージ図】

受診年月 診療を受けた
医療機関名称等 診療区分 日数 医療費の

総額
自己

負担額
食事療養・生活療養費

回数 費用額 標準負担額
令和4年1月  ○○病院  医科外来 １ 18,000 1,800
令和4年2月  ××薬局  調剤 １ 10,000 1,000
令和4年3月  △△病院  医科入院 ５ 202,000 20,200 15 11,490 5,400

合計 230,000 23,000 11,490 5,400

◆医療費控除の申告について
　○このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用できます。
　　医療費控除の申告に関することは、税務署にお問い合わせください。

◆注意事項
　○医療機関等の請求遅れのもの等一部の受診記録が記載されていない場合があります。
　○ 自己負担額は、医療費助成等を受けている場合など、記載されている金額と実際にご自身が

負担された金額が異なる場合があります。
　○この通知は、皆様の受診状況についてのお知らせであり、請求書ではありません。

◆発送月・対象診療月
発送月 診療月

令和５年１月（上旬） 令和４年 １月～ ９月
令和５年２月（下旬） 令和４年10月～12月
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道路の雪を振り分けて除雪をするため、各ご家庭の玄関前・車庫前などにどうしても
雪が残ってしまいます。玄関前・車庫前の雪は各ご家庭で処理をお願いいたします。

冬季間の生活道路の安全な通行を確保するため、除雪車による町道等の除雪作業を行います。
安全で効率よく行うため、以下の点について皆様のご理解とご協力をお願いします。

町道の除雪にご協力をお願いします。

振り分け除雪へのご理解とご協力をお願いします。

除雪Ｑ＆Ａ

安全な通行の為に!

除雪車の出動基準
　担当職員が、天気予報・目視・パトロールなど
で降雪状況を確認し、10cm 以上の降雪量を目安
に除雪作業を行います。

路上駐車はやめましょう
　除雪作業に支障をきたすばかりでなく、緊急車
両の妨げにもなります。

Ｑ１　寄せる雪の量を道路の左右均等にしてほしい。
Ａ１　除雪機械の性能や、道路形態・積雪量など
によって片側に寄らざるを得ない場合があります。
また、日当たりが良いところと悪いところでは雪
の融け方に差がでることもあり、偏って見えるこ
ともあります。できるだけ均等に除雪するように
していますので、ご理解をお願いします。

Ｑ２　雪かきした後に家の前に雪を置いて行かれた。
Ａ２　道路の状態や天候により除雪作業の時間も
変わるため、各ご家庭の雪かき状況に合わせた除
雪作業はできません。

Ｑ３　今すぐ見に来て。
Ａ３　町内の除雪路線は広範囲のため、連絡があっ
ても除雪作業中はすぐに対応できませんので、ご
理解をお願いします。

※業者委託分を除く個人住宅（２ｔトラックまで）の排雪については、指定雪堆積場のほか旧町立病院の跡地でも受け入れ可。
◇指定雪堆積場図は、お知らせ広場（P23）をご覧ください。◇　○広尾地区雪堆積場○豊似地区雪堆積場

【お問い合わせ】　建設水道課車両係　☎２－２２０１

作業時間について
　夜間に降った雪は、深夜（午前2時ころ）から
開始し、通勤・通学に支障がないように除雪作業
を行っています。
　降雪状況や路面状況によっては作業が終わらな
い場合もありますのでご理解をお願いします。

Ｑ４　雪が積もっているけど、除雪まだですか。
Ａ４　シーズン初期や融雪時期（３月後半～４月）
は、10cm 以上の降雪があっても除雪しない場合
があります。また、通勤・通学時間や交通量の多
い時間帯をずらして除雪をすることもあります。
なお、連続した降雪の場合、除雪作業後の降雪で
除雪していないように見える場合もあります。

Ｑ５　運転手に合図したけど、行ってしまった。
Ａ５　個別の要望に対応すると作業時間に遅れが
出てしまうので応じていません。また、除雪車の
近くは運転席から死角があり大変危険です。巻き
込まれたりする事故の恐れがあるので除雪車の前
に出て合図をしたり、後ろを追いかけたりするの
は絶対にしないでください。 
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夜間・休日収納と納税相談の窓口を開設します！
　滞納や特別な事情などにより、一度に納付することが困難な方を対象に納税相談窓口
を次のとおり開設します。平日や日中は忙しくて納付が出来ない方もご利用ください。
事前に連絡があれば下記の時間後も延長可能です。
　納付が困難な場合も決して放置せず、必ず役場まで相談をお願いいたします。
　＜休日相談＞　　　　　　　　　＜夜間相談＞
　　12月18日（日）　　　　　　　　 12月19日（月）～23日（金）
　　午前10時～午後３時まで　　　　午後７時15分まで
　※開設場所は役場１階 住民課・納税係です。

滞納者には滞納処分を実施
　町税などを滞納しているにもかかわらず、「納税
相談されない」「負担能力がありながら納付されない」

「納付誓約を提出しても履行されない」など、納税
に誠意が見られないと判断した場合には、差し押さ
えなどの滞納処分を行っています。また、納期限を
過ぎると延滞金が別途加算されます。

行政サービスの制限
　滞納者は行政サービス制限条例に基づき、一部の
行政サービスを受けることができなくなります。滞
納があっても、納税相談などにより、分納誓約書の
提出があり、履行している場合は、行政サービスを
受けられます。

口座振替のご案内
　納税には、便利で確実な

口座振替を活用ください。

＜手続方法＞

　口座振替の申込書は、町

内の各取扱金融機関および

役場住民課に備えています。

　申込書に必要事項を記入

し、預金口座で使用してい

る印鑑を押して提出します。

【お問い合わせ】　住民課 納税係　☎２―０１７４

12月は「納税強調月間」です
納付忘れや
納付遅れは
ありませんか？

今年の町税は最終納期限の12月26日（月）までに納めましょう

　町税は、町民の皆さんが安心して暮らせる「まちづくり」に必要なサービス
を提供する大切な財源です。
　町では、この財源を確保するとともに、納税された方々との公平を保つた
め、滞納となっている町税などの徴収に努めています。
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わ
の

Ｖｏｌ．9　１７の目標（ゴール）⑧

広げよう！ＳＤＧｓの17の目標
（ゴール）と広尾町の
取組を紹介します。
公式ウェブサイトで
もＳＤＧｓについて
紹介していますので
ご覧ください。

　国保病院の体制充実による質の高い医
療サービスの提供や予防接種の実施、妊
産婦への支援、健康づくり、介護予防など
町民が安心して暮らせるような取組を実
施しています。

心と体の健康を守って安心して暮
らせる社会にしていくためには、医
療・福祉サービスの充実は欠かせな
いよ。病気にならないよう予防する
ことも大事だね。

問：企画課企画防災係　☎２－０１８４

今月の担当者のＳＤＧｓ行動宣言　【資料の両面印刷など、紙の無駄づかいを減らします！】

広尾町の取り組み
医療・福祉施策の実施

赤ちゃんからお年寄りまで、
みんなの心と体の健康を守ろう！

めざそう！ゼロカーボン Vol.8

～ save the earth ～

≪今月の担当は「農林課」です≫

木が身近にある暮らし
広尾町では町産材の価値を高め、林業・木材工芸産業の新たな拠点を作る「集
いの杜プロジェクト」を進めています。
これまで、町産材を使用した内装建材やサンタランドで飾られているウッド
ランタンをはじめとして、家具や食器なども作られてきました。
町産材を使うメリットとして、木が吸収した二酸化炭素を再び空気中に排出
しない、町内で活用することで輸送にかかる二酸化炭素排出も抑制できるな
どのメリットがあげられます。

　町産材を積極的に使って、
　　　　　　　二酸化炭素排出量を抑制しましょう！ 町産材を使用した木製品
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ルート３３６花壇撤去

町長とのふれあいトーク

広尾町仏教会より寄附

町民交流イベント
「あつまれ！デイキャンの杜2022」

来年の植栽に向けて

町長と直接意見交換

子ども達のために

自然の中でふれあう

広尾町町内会連合会（秋月直志会長）主催の「ルート336
花壇づくり事業」花壇撤去に、事業所や町内会から約130
人が参加し、約４か月間、広尾の玄関口を彩り、来町者を
和ませた花の抜き取り作業を実施しました。秋月会長は「今
年も町民の協力を得て実施できた。来町者に喜んでもらう
ために、来年度以降も実施していきたい」と話しました。

町内会女性部連絡会（白幡すみ子会長）主催の町長とのふ
れあいトークがコミセン大ホールで行われ、各町内会の女
性部長他15人が参加しました。新たな公園構想や、各町
内会の活動など、まちづくり全般について活発な意見交換
が行われました。白幡会長は「こうした機会を活用して、
町民の意見を町に届けていきたい」と話しました。

広尾町仏教会（下森現勇会長）より、教育振興資金として

教育委員会に20万円を寄附していただきました。同会か

らは昨年も同様に寄附をいただいており、下森会長は「町

内の子ども達を育むための事業、その中でも特に少年団活

動に役立ててほしい」と話しました。

多世代の町民が交流できるアウトドアイベント「あつまれ！
デイキャンの杜2022」が旧野塚小学校グラウンドで初開
催され、26人が参加しました。このイベントは町民有志
が実行委員会を構成し企画。参加者は火起こし対決やキャ
ンプ飯作りを楽しみました。実行委員長の遠藤楓さんは「多
くの人が参加してくれて良かった」と話しました。

10/
16

10/
17

10/
12

10/
16

花壇に植栽した花を撤去する様子花壇に植栽した花を撤去する様子

会場の様子会場の様子

左から、下森会長、菅原教育長左から、下森会長、菅原教育長

ブーメラン投げで笑顔を見せる参加者ブーメラン投げで笑顔を見せる参加者
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

明治安田生命保険相互会社が寄附

キッズ英会話ハロウィン行列

キャンプ場町民ワークショップ

絵本作家宮西達也さん講演会

全国から広尾町へ支援

トリック・オア・トリート

再 開 に 向 け て

子どもたちに夢を届ける

明治安田生命保険相互会社から現金30万４千円を寄附し
ていただきました。今回の寄附は同社が展開する「私の地
元応援募金」事業の一環で寄附いただいたもので、釧路支
社帯広営業所の七戸隆営業所長より目録が手渡されました。
七戸所長は「広尾を応援したい全国の従業員からの寄附。
まちづくりに活用してほしい」と話しました。

キッズ英会話教室（町教委主催）のハロウィン行列が行わ
れ、子ども達約20人が参加しました。アニメのキャラクター
などに仮装した子ども達は「Happy Halloween ！」と
元気に声を上げながら役場庁舎内外を行進しました。参加
した木本侑花ちゃんは「お菓子をたくさんもらえて楽しかっ
た」と話しました。

現在閉鎖中のシーサイドパークキャンプ場の今後の方向性
を検討するワークショップが開催され、町民14人が参加
しました。冒頭で施設の現状と再開する場合に必要な費用
等の説明を受けた後、班ごとに意見交換・発表を行いまし
た。参加した男性は「アウトドアブームの今、このような
機会を持つのは良いこと」と話しました。

絵本作家講演会がコミセン大ホールで開催され、絵本作家
の宮西達也さんが出演しました。講演会には約21人が来場。
宮西さんの日々の活動についての話や、来場者参加型の絵
本の読み聞かせなどが行われ、来場者を楽しませました。
参加した笠原汐莉さんは「宮西さんの話を聞いて将来の夢
に向けて頑張ろうと思った」と話しました。

10/
21

10/
25

10/
20

10/
23

贈呈式の様子贈呈式の様子

さーたちゃん、ツリーくんと集合写真さーたちゃん、ツリーくんと集合写真

それぞれの意見を出し合う様子それぞれの意見を出し合う様子

講演会の様子講演会の様子
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

第48回広尾町高齢者スポーツ大会

訪問サッカー教室

防火作品コンクール授賞式

人権講演会

皆で元気に運動・交流

ボ ー ル は 友 達！

防火意識を高める

ＳＮＳ社会の子どもと向き合う

広尾町社会福祉協議会（軍司勝裕会長）主催のスポーツ大
会が開催され、62人が参加しました。新型コロナの影響
で３年ぶりの開催となった今大会では、お尻で風船を早く
割る対決など様々な競技が行われ、参加者は楽しく汗を流
していました。参加した方は「運動だけでなく、他の参加
者と交流できて良かった」と話しました。

芽室町と本別町の地域おこし協力隊で、北海道十勝スカイ
アースで活躍する横野純貴さんと吉田哲登さんがひろお保
育園を訪れ、サッカー教室を開きました。園児たちはボー
ルの扱い方を学んだ後、実際に２人相手に試合。園庭に明
るい歓声が響きました。参加した二本柳澪ちゃんは「試合
でボールを蹴るのが楽しかった」と話しました。

町内の小学４年生から６年生を対象に実施した防火作品コ
ンクール（広尾消防火災予防委員会主催）の授賞式が行わ
れ、109点の応募作品から最優秀賞・優秀賞・佳作に選ば
れた児童が表彰状を受け取りました。作文の部で最優秀賞
を受賞した川﨑友真さんは「これからも火災対策にしっか
り取り組みたい」と話しました。

人権講演会「スマホ世代の子どもとどう向き合うか」が児
童福祉会館大ホールで開催され、約30人が参加しました。
講師にジャーナリストの石川結貴氏を招き、現代のＳＮＳ
やネット環境における子どもとの向き合い方について講演
しました。参加した方は「今後の仕事や子どもとの関わり
に活かしたい」と話しました。

10/
28

10/
31

10/
26

10/
30

スティックでボールを打つ競技で盛り上がる参加者スティックでボールを打つ競技で盛り上がる参加者

果敢に挑む園児たち果敢に挑む園児たち

受賞した児童たち受賞した児童たち

講師の石川結貴氏講師の石川結貴氏
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

豊似地区文化・音楽祭

町内会女性部連絡会
ボランティア清掃

広尾電業同友会に感謝状贈呈

高齢者スマートフォン講習会

町民の作品が集結

快適に利用してもらうために

サンタランドの発展に貢献

スマホを覚えて詐欺予防

豊似地区文化祭実行委員会（佐々木裕隆会長）主催の文化・
音楽祭が農村環境改善センターで開催され、341人が来場
しました。会場では町民が作成した手芸品などが展示され
た他、広尾高校書道部によるパフォーマンスなども披露さ
れました。佐々木会長は「新型コロナで３年ぶりの開催と
なったが今年は無事開催できて良かった」と話しました。

町内会女性部連絡会（白幡すみ子会長）が青少年研修セン
ター宿泊棟のボランティア清掃を実施し、各町内会の女性
部長等28人が参加しました。宿泊棟の玄関や食堂、宿泊
室など役割を分担しながら手際よく清掃しました。白幡会
長は「この施設を利用する人が少しでも快適に過ごしても
らえたら嬉しい」と話しました。

大丸山森林公園ウッドイルミネーションの設置工事に協力
した広尾電業同友会（濵田金洋会長）に対し、村瀨町長か
ら感謝状が贈呈されました。同会は今年から新たに設置さ
れた「木と光のカーテン」の鉄柱設置や配線整備を担って
おり、濵田会長は「今年はなかなかの出来栄えなので、多
くの観光客に見てほしい」と話しました。

社会福祉協議会（軍司勝裕会長）主催の講習会が老人福祉
センターで開かれ、14人が参加しました。スマホの基本
操作等の他、警察署職員から特殊詐欺についての講習も行
われました。参加した方は「特殊詐欺は知識を得て、改め
て気を付けようと思った。スマホ講習は初めて聞く単語が
多く新鮮だった」と話しました。

11/
5

11/
6

10/
31

11/
6

広尾高校書道部による書道パフォーマンス広尾高校書道部による書道パフォーマンス

施設内を清掃する参加者施設内を清掃する参加者

「木と光のカーテン」前で感謝状を贈呈しました「木と光のカーテン」前で感謝状を贈呈しました

職員からスマホの操作について聞く参加者職員からスマホの操作について聞く参加者
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

○
職
種･

募
集
人
数･

給
料･

応
募
資
格

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　
臨
時
職
員
も
昇
給
あ
り
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
１
８
８
，
９
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
０
４
，
９
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
６
９
，
９
０
０
円
～

　
※�

別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
：�

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許

の
有
資
格
者

・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士　

�

若
干
名

　
月
額
：
１
８
１
，
０
０
０
円
～

　
資
格
：�

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法

士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
１
５
８
，
９
０
０
円
～

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

（
臨
時
職
員
）

･

看
護
助
手
（
病
棟
業
務
）　
若
干
名

　
月
額
：
１
５
８
，
０
０
０
円
～

　
※�

経
歴
、
資
格
（
介
護
福
祉
士
）
の

有
無
に
よ
り
算
定
し
ま
す

　
※
別
途
、
夜
勤
手
当
等
あ
り

募
集

　
資
格
：
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
雇
用
期
間　

　
令
和
５
年
１
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
に
各
免
許

証
を
添
え
、
国
保
病
院
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
３
１
１
１
）

保
健
師
採
用
試
験

　
町
で
は
、
令
和
５
年
４
月
採
用
の
保

健
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
職
務
内
容　
保
健
師
業
務

○
募
集
人
員　
若
干
名

○
受
験
資
格

・�

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

・�

任
用
時
に
保
健
師
資
格
及
び
普
通
自

動
車
免
許
を
有
す
る
方

・
町
内
に
居
住
で
き
る
方

○
試
験
内
容　
筆
記
試
験
、
面
接

○
申
込
方
法

　

�

必
要
書
類
を
総
務
課
総
務
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
試
験
日
は
別
途
調
整
し
ま
す
。

※�

募
集
案
内
は
広
尾
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
７
５
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員募集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

○�

職
種
・
募
集
人
数
・
給
与
・
応
募
資

格
・
業
務
内
容
・
勤
務
時
間

・
介
護
員
（
常
勤
）　
若
干
名

　
月
給
：
１
５
３
，
９
０
０
円
～

　
※�

介
護
福
祉
士
資
格
の
有
無
に
よ
り

算
定
し
ま
す

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　
業
務
内
容
：�

入
所
者
の
入
浴
・
排
泄
・

食
事
介
助
等

・
介
護
員
（
パ
ー
ト
）　
若
干
名

　
時
間
給
：
１
，
０
４
０
円
～

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　
業
務
内
容
：�

入
所
者
の
食
事
介
助
・

入
浴
介
助
・
水
分
補
給

　
勤
務
時
間
：
１
日
５
時
間
程
度

・
清
掃
職
員
（
パ
ー
ト
）　
若
干
名

　
時
間
給
：
１
，
０
４
０
円
～

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

　
業
務
内
容
：�

洗
濯
業
務
、
清
掃
業
務
。

介
護
業
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
勤
務
時
間
：
１
日
３
時
間
か
ら

○
応
募
方
法

　
�

随
時
募
集
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
履

歴
書
（
顔
写
真
添
付
）
を
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法
・
日
時

　

�

面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
応
募
さ
れ

た
方
に
通
知
し
ま
す
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
（
☎
２
・
２
１
２
７
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

及
び
巡
回
公
務
補　
募
集

○
募
集
人
数

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

　
及
び
巡
回
公
務
補　
１
人

○
雇
用
期
間

　
令
和
５
年
１
月
１
日
～
（
予
定
）

○
時
給

・
運
転
手　
　
　
１
，
８
０
０
円

・
巡
回
公
務
補　
１
，
３
３
３
円

○
応
募
資
格

　

�

65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
大
型
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
管
理
課
総

務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　
面
接
試
験

○
試
験
日
時

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
管
理
課
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
６
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
〔
帯
広
市
西
５
南
14
〕　　
　

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
２
３
・
８
７
１
８
）

▼�

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�https://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/obihiro/

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
児
童
募
集

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
つ
つ
じ
児
童

会
」
の
令
和
５
年
度
入
所
児
童
を
募
集

し
ま
す
。

〇
対
象
児
童

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
小
学
生

①�

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
労
働
す
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と

②�

そ
の
他
の
理
由
で
、
保
護
者
の
い
ず

れ
も
が
家
庭
に
お
い
て
該
当
児
童
を

保
護
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
で
あ

る
こ
と

③
集
団
生
活
に
適
応
で
き
る
こ
と

④�
日
常
生
活
に
お
い
て
自
分
自
身
で
対

応
が
で
き
る
こ
と

〇
開
設
予
定
施
設

　
「
つ
つ
じ
児
童
会
」

　
（
広
尾
小
学
校
敷
地
内
）

〇
募
集
定
員　
40
人

〇
負
担
金　
月
額　
４
，
０
０
０
円

※�

月
の
途
中
で
入
退
所
し
た
場
合
で
も

日
割
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

〇
申
込
先
・
申
込
方
法

　
つ
つ
じ
児
童
会
、
子
育
て
支
援
室
児

童
係
で
「
入
所
申
込
書
」
及
び
「
入
所

申
込
に
伴
う
追
加
調
査
票
兼
承
諾
書
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
も
、
再
度

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

〇
申
込
締
切　
12
月
19
日
（
月
）

問　
児
童
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

子
ど
も
ス
ケ
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

○
日
時

　
１
月
11
日
（
水
）
～
13
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～

○
会
場

　
広
尾
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

○
参
加
資
格

　

�

町
内
在
住
で
就
学
前
幼
児
か
ら
小
学

校
３
年
ま
で
の
子
ど
も
及
び
父
母

○
申
込
方
法

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
へ
申
込
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
込
用
紙
は
教
育
委
員

会
窓
口
及
び
認
定
こ
ど
も
園
、
各
小
学

校
に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

○
申
込
期
日

　
12
月
21
日
（
水
）

問　
社
会
教
育
係
（
☎
２
・
０
１
８
１
）

第
41
回
広
尾
町

ア
イ
ス
ス
ト
ッ
カ
ー
大
会

参
加
者
募
集

○
日
時　

２
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
半
～

○
会
場　
広
尾
小
学
校
特
設
会
場

○
参
加
資
格

・�
中
学
生
以
上
の
男
女
で
、
ス
ポ
ー
ツ

傷
害
保
険
に
加
入
の
方
。

・�

チ
ー
ム
編
成
は
選
手
４
人
、
補
欠
２

人
と
し
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
料
を
添
え
て
教
育
委
員
会
社
会
教

育
係
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓

口
及
び
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
日　
１
月
13
日
（
金
）

問　
社
会
教
育
係
（
☎
２
・
０
１
８
１
）

令
和
４
年
度

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
町
で
は
、
北
海
道
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
在
宅
の
障
害
の
あ
る
方
（
難
病
等

患
者
も
含
む
）
の
生
活
実
態
と
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
生

活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査
（
全

国
在
宅
障
害
児
・
者
等
実
態
調
査
）」

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
に
調
査
員
（
保

健
福
祉
課
職
員
）
が
対
象
地
区
の
各
世

帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
調
査
期
間

　
12
月
１
日
～
12
月
22
日

○
対
象
地
区

　

�

茂
寄
・
つ
つ
じ
が
丘
・
丸
山
南
７
丁

目
町
内
会
の
一
部
の
世
帯

※�

11
月
下
旬
に
調
査
員
が
対
象
と
な
る

世
帯
の
郵
便
受
け
に
案
内
チ
ラ
シ
を

投
函
し
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

お
知
ら
せ

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日
自衛官候補生

18歳以上
33歳未満の方

随時受け付けています。

一般曹候補生
（海上は男子の

み）
12月１日（木）

まで

１次：12月11日（日）から
　　　12月16日（金）のうち指定する日
２次：令和５年１月７日（土）から
　　　１月15日（日）のうち指定する日

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推薦 令和５年
４月１日現在

15歳以上
17歳未満の男子

12月２日（金）
まで

令和５年１月５日（木）から
１月７日（土）のうち指定する日

一般
令和５年

１月６日（金）
まで

１次：令和５年１月14日（土）
　　　または１月15日（日）
２次：令和５年１月28日（土）
　　　または１月29日（日）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
投
票
区
の
変
更
に
つ
い
て

　
広
尾
町
の
投
票
区
が
現
在
の
９
投
票

区
か
ら
７
投
票
区
に
縮
小
し
た
た
め
、

令
和
４
年
12
月
の
選
挙
人
名
簿
登
録
よ

り
投
票
区
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。

※�

１　
桜
、
山
フ
ン
ベ
、
中
広
尾
、
上

浜
町
内
会
の
皆
さ
ん
は
、
第
１
投
票

区
に
、
入
舟
町
自
治
会
の
皆
さ
ん
は
、

第
２
投
票
区
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※�

２　
紋
別
町
内
会
の
皆
さ
ん
は
、
第

６
投
票
区
（
旧
第
７
）
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

問　
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

　
　
（
☎
２
・
０
１
７
５
）

指
定
雪
堆
積
場

　
指
定
雪
堆
積
場
は
、
図
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
業
者
委
託
分
を
除

く
個
人
住
宅
（
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
）

の
排
雪
は
、
指
定
雪
堆
積
場
の
ほ
か
、

旧
町
立
病
院
跡
地
（
丸
山
通
南
３
）
で

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

問　
車
両
係
（
☎
２
・
２
２
０
１
）

水
道
・
水
洗
ト
イ
レ
の

凍
結
に
注
意

☆
こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

①
外
気
温
が
お
お
よ
そ
マ
イ
ナ
ス
４
℃

　
以
下
に
な
っ
た
と
き
。

②
１
日
中
外
気
温
が
氷
点
下
の
と
き
。

③
旅
行
な
ど
で
長
期
間
水
道
を
使
用
し

　
な
い
と
き
。

○
水
道
の
凍
結
防
止

　
蛇じ

ゃ

口
を
開
き
、
水
ぬ
き
栓
の
ハ
ン
ド

ル
ま
た
は
レ
バ
ー
を
操
作
し
、
水
を
落

と
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
洗
ト
イ
レ
の
凍
結
防
止

①�

厳
寒
期
は
、
便
器
の
電
熱
ヒ
ー
タ
ー

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②�

長
期
間
不
在
に
す
る
場
合
は
水
ぬ
き

栓
を
止
め
、
タ
ン
ク
を
空
に
し
、
便

器
に
不
凍
液
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

問　
上
下
水
道
施
設
係

（
☎
２
・
０
１
７
３
）

変更前 変更後 投票所（令和４年参議院選挙）
第１ 第１ 商工会館
第２ 第２ 老人福祉センター
第３ （漁村環境改善総合センター）※１
第４ 第３ 健康管理センター
第５ 第４ 青少年研修センター
第６ 第５ 野塚公民館
第７ 第６ 農村環境改善センター
第８ （紋別研修センター）※２
第９ 第７ 音調津集会所

年末年始の水道･下水道当番店
月日 指定当番店

12月29日（木） ㈱畑下興業
☎2－588812月30日（金）

12月31日（土） ㈲田中建設
☎2－3338１月１日（日）

１月２日（月） キタハラ番場商会
☎2－2276１月３日（火）

○豊似地区雪堆積場○広尾地区雪堆積場
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
公
共
施
設
の
年
末
年
始
休
業

役
場
の
年
末
年
始
休
業
の
日
程
が
昨
年

度
ま
で
と
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
役
場

　
12
月
29
日
（
木
）
～
１
月
３
日
（
火
）

※�

出
生
、
婚
姻
、
死
亡
届
な
ど
は
、
正

面
玄
関
右
手
の
警
備
員
室
で
休
み
中

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　
総
務
課
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
７
５
）

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
公
衆
浴
場

○
臨
時
営
業　
12
月
31
日
（
土
）

　
午
後
３
時
～
午
後
６
時

　
（
最
終
入
場
は
午
後
５
時
半
）

○
休
業
日

　
１
月
１
日
（
日
）
～
３
日
（
火
）

　
４
日
（
水
）
か
ら
は
平
常
営
業
で
す
。

問　
福
祉
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
６
６
１
４
）

●
国
保
病
院

　
12
月
30
日
（
金
）
～
１
月
４
日
（
水
）

※�

緊
急
の
場
合
は
、
休
み
中
も
受
け
付

け
ま
す
。

問　
国
保
病
院
（
☎
２
・
３
１
１
１
）

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集

【
ご
み
収
集
】

　
12
月
28
日
（
水
）
ま
で
、
ご
み
収
集

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
の
南
十
勝
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
、
28
日
（
水
）

正
午
ま
で
で
す
。

○
通
常
収
集
休
み

　
12
月
29
日
（
木
）
～
１
月
３
日
（
火
）�

※�

こ
の
期
間
は
、
ご
み
の
持
ち
込
み
も

で
き
ま
せ
ん
。

○�

１
月
４
日
（
水
）
か
ら
通
常
収
集
及

び
ご
み
の
持
ち
込
み
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。

【
し
尿
収
集
】

　
し
尿
収
集
は
12
月
23
日
（
金
）
で
終

了
し
ま
す
。
し
尿
収
集
を
希
望
さ
れ
る

方
は
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
先

　
広
尾
衛
生
社

　
西
１
条
２
丁
目
（
☎
２
・
２
２
２
２
）

〇
受
付
時
間

　
平
日
：
午
前
８
時
～
午
後
５
時

〇
休
み
期
間

　
12
月
24
日
（
土
）
～
１
月
９
日
（
月
）

※�

年
末
は
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
生
活
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

中
川
一
郎
記
念
館
冬
季
閉
館

　
中
川
一
郎
記
念
館
は
、12
月
１
日（
木
）

～
４
月
28
日
（
金
）
ま
で
閉
館
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
の
時
間

帯
で
開
館
し
ま
す
。

問　
総
務
課
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
７
５
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

今
月
ま
で
で
す
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か
？
今
月
末
ま
で
二
万
円
分

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
請
で
き
ま
す
。

　
今
月
は
、
事
前
に
お
電
話
い
た
だ
け

れ
ば
午
後
７
時
ま
で
窓
口
で
お
手
続
き

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
も
、
ま
だ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
を
し

て
い
な
い
方
や
申
請
方
法
が
わ
か
ら
な

い
方
に
つ
い
て
も
住
民
係
窓
口
に
て
申

請
を
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ポ
イ
ン
ト
申
請
手
続
き
は
事

前
登
録
が
必
要
な
も
の
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

・
ポ
イ
ン
ト
を
入
れ
る
電
子
マ
ネ
ー
等

・
ご
本
人
の
口
座
番
号
（
通
帳
等
）

問　
住
民
係
（
☎
２
・
０
１
７
１
）

年
末
焼
死
事
故
防
止
運
動

　
年
末
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

不
注
意
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
と
な
る
こ
と
か
ら
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
防
止
、

悲
惨
な
焼
死
事
故
の
撲
滅
及
び
被
害
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
年
末

焼
死
事
故
防
止
運
動
を
12
月
15
日
か
ら

31
日
ま
で
行
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
帰
郷
等
に
よ
る
長
期
不

在
時
の
ス
ト
ー
ブ
の
消
し
忘
れ
や
天
ぷ

ら
油
の
火
元
の
長
時
間
放
置
及
び
消
し

忘
れ
、
寝
た
ば
こ
等
か
ら
住
宅
火
災
に

発
展
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
等
の
危
険

物
及
び
可
燃
物
を
火
元
の
近
く
や
屋
外

な
ど
に
放
置
し
な
い
よ
う
、
身
の
周
り

を
確
認
し
、
事
故
の
な
い
年
末
年
始
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
☎
２
・
２
７
３
０
）

火
災
予
防
歳
末
特
別
警
戒

　
厳
寒
の
季
節
が
到
来
し
、
各
家
庭
で

は
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
が
欠
か

せ
な
い
毎
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
年
末
は
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
、

火
を
取
り
扱
う
機
会
も
多
く
な
り
、ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
緩
み
が
、
火
災
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
も
、

お
出
か
け
前
、
お
休
み
前
に
は
、
も
う

一
度
火
の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
放
火
に
よ
る
火
災

が
増
え
て
い
ま
す
。
家
の
周
り
に
は
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
、
物
置
等

に
は
鍵
を
か
け
る
な
ど
放
火
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
署
と
消
防
団
で
は
、
12
月
25
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
町
内
を
巡
回
警
戒

す
る
「
火
災
予
防
歳
末
特
別
警
戒
」
を

実
施
し
ま
す
。

問　
広
尾
消
防
署
警
防
係

　
　
（
☎
２
・
２
７
３
０
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

～
行
方
不
明
時
に
備
え
て

事
前
登
録
を
し
ま
せ
ん
か
～

　
町
で
は
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の

方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
認
知
症
等
の

症
状
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
、

地
域
の
協
力
機
関
等
と
連
携
し
、
速
や

か
に
行
方
不
明
者
を
発
見
・
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
、
事
前
登
録
し

ま
せ
ん
か
。

○
対
象
者

　

�

認
知
症
や
障
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

行
方
不
明
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

○
事
前
登
録
方
法

　
特
徴
が
わ
か
る
写
真
２
枚
（
背
格
好

と
顔
）
を
お
持
ち
の
う
え
申
請
く
だ
さ

い
。
役
場
保
健
福
祉
課
も
し
く
は
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

○
協
力
機
関
も
募
集
中

　
行
方
不
明
時
に
通
常
業
務
の
範
囲
で

捜
索
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
協
力
機

関
（
商
店
・
会
社
等
）
も
随
時
、
募
集

し
て
い
ま
す
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

派
遣
事
業

　
教
育
委
員
会
で
は
12
月
か
ら
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

配
置
し
ま
す
。
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
、
正
し
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
の
使
用
方
法
や
効
果
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
等
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
自
宅
で
で
き
る
簡
単
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
等
、
健
康
・
体

力
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
腰
痛
に
お
困
り
の
方
や
女

性
に
優
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

　
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
健
康
な
体
づ
く
り
に
ぜ
ひ
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　
12
月
４
日
～
３
月
12
日

　
毎
週
木
曜�
午
後
５
時
～
８
時

　
毎
週
日
曜�
午
後
２
時
～
５
時

※�

開
設
時
間
の
入
退
場
は
自
由
で
す
。

見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

※�

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
不
在
の
日
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
は
使
用
可
能
で
す
。

○
場
所

　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

○
対
象

　

�

指
導
は
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
は
安
全
管
理
の

た
め
高
校
生
以
下
は
使
用
不
可
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
持
ち
物

　

�

運
動
が
で
き
る
服
装
・
運
動
靴
・
タ

オ
ル
・
飲
み
物

問　
社
会
教
育
係
（
☎
２
・
０
１
８
１
）

所
得
税
等
の
申
告
に

利
用
で
き
ま
す

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な
く

て
も
、
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
、
も
し
く
は
そ
の
高
齢
者

を
扶
養
し
て
い
る
方
は
、
認
定
書
に
よ

り
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
か
等
、
お
気
軽
に
介
護

保
険
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方

①�

令
和
４
年
中
に
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
65
歳
以
上
の
方

※�

但
し
、
町
長
が
定
め
る
認
定
基
準
に

よ
り
、
障
害
等
と
判
断
さ
れ
る
状
態

に
あ
る
方

②
①
の
高
齢
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

問　
介
護
保
険
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

家
屋
の
確
認
に
ご
協
力
を

　
固
定
資
産
税
は
、
家
屋
（
建
物
）
の

登
記
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
１

月
１
日
の
現
況
で
課
税
を
行
い
ま
す
。

　
町
で
も
家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
万
全
を
期
す
た
め
、
建
物
（
物
置

や
車
庫
も
含
み
ま
す
）
を
取
り
壊
し
た

り
、
新
築
、
増
築
を
し
た
と
き
は
、
課

税
係
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
課
税
係
（
☎
２
・
０
１
７
４
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林

業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
従

事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き

に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○�

掛
金
は
、
税
法
上
、
法
人
で
は
損
金
、

個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま

す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

○�

雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

【
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
】

・�

共
済
証
紙
は
勤
労
日
数
に
応
じ
て
適

正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者

が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘

れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指

導
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

�

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構　
林
退
協
事
業
本
部

　
　
（
☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

　
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」制
度
と
は
、

北
海
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す

る
苦
情
を
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦

情
審
査
委
員
が
公
平
で
中
立
な
立
場
か

ら
審
査
す
る
制
度
で
す
。

　
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情

で
あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員
に
申
立
て

が
で
き
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な

点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
道

の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
し

ま
す
。

　
苦
情
の
申
立
て
方
法
や
申
立
書
様
式

等
は
、
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

問　
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　
　
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
５
２
３
）

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

　
飲
酒
運
転
は
悪
質
、
危
険
な
犯
罪
で

す
。
飲
酒
運
転
は
安
全
運
転
に
必
要
な

情
報
処
理
能
力
、
注
意
力
、
判
断
能
力

を
低
下
さ
せ
、
運
転
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
高
め
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃

さ
な
い
」
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
、
社

会
全
体
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
気
運

を
醸
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
二
日
酔
い
で
の
運
転
も
「
飲

酒
運
転
」
と
な
り
ま
す
。
飲
酒
し
た
翌

日
に
運
転
す
る
場
合
は
、
身
体
に
ア
ル

コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
な
い
か
し
っ
か
り

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
だ
け
で
は
な

く
、
運
転
者
以
外
の
人
に
も
重
い
処
罰

が
課
さ
れ
ま
す
。
車
を
運
転
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
人
に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、

お
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
に
車
を
提
供
し

た
り
、
飲
酒
運
転
の
車
に
同
乗
し
た
場

合
は
、
飲
酒
運
転
と
同
様
に
処
罰
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題啓発

週
間

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の
国

民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を
始
め

と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、

私
た
ち
国
民
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

問　
広
尾
警
察
署
（
☎
２
・
０
１
１
０
）

※
注
意
※

催
し
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
年
交
礼
会

　
令
和
５
年
の
広
尾
町
新
年
交
礼
会
の

開
催
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
り
判
断
し
ま
す
の
で
、
決

ま
り
次
第
防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

問　
総
務
課
総
務
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
７
５
）

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

月
２
回
（
第
１
・
第
３
木
曜
日
）
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。

○
日
時

　
12
月
１
日
（
木
）

　
12
月
15
日
（
木
）

　
両
日
と
も
午
前
10
時
半
～

○
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
注
意
事
項

　
出
か
け
る
前
に
自
宅
で
体
温
測
定
を

催
し

し
て
発
熱
が
無
い
こ
と
や
体
調
不
良
で

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

特
設
人
権
相
談
所

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人
権

週
間
」
で
す
。
法
務
省
で
は
、
期
間
中
、

全
国
各
地
で
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を

開
設
し
、
毎
日
の
暮
ら
し
や
職
場
の
中

で
起
き
る
様
々
な
人
権
問
題
に
関
す
る

悩
み
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
二
会
議
室

○
相
談
員
（
広
尾
町
人
権
擁
護
委
員
）

　
坂
本　
和
子
さ
ん

　
伊
藤　
了
さ
ん

〇
そ
の
他

・
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
４
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見

守
り
手
助
け
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
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を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講

座
を
受
け
た
方
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
し
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を

お
渡
し
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
６
時
半
～

〇
場
所　
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル

〇
申
込
締
切　
12
月
２
日
（
金
）

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２
・
３
３
７
０
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
☎
２
・
０
１
７
２
）

弁
護
士
お
な
や
み
ご
と
相
談

ｉ
ｎ
十
勝

　
釧
路
弁
護
士
会
で
は
、
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
法
律
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
言
や
離

婚
問
題
な
ど
、
身
近
な
悩
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

○
会
場　
コ
ミ
セ
ン
第
一
会
議
室

問　
釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
６
６
・
４
８
７
７
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
一
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
１
５
５
・
６
６
・
７
１
１
２
）

※�

「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

～
広
尾
町
の
身
近
な
苔
を
使
っ
て
～

Ｘ
マ
ス
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り
体
験
会

　
テ
ラ
リ
ウ
ム
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

町
民
か
わ
ら
版

　
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
の

透
明
な
容
器
の
中
で
生
き
物
や
植
物
な

ど
を
育
て
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
今
回
は
広
尾
の
公
園
や
森
の
中
で
採

取
し
た
苔
を
使
っ
て
「
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
」

作
り
を
楽
し
み
ま
す
。
小
さ
な
容
器
の

中
に
自
分
だ
け
の
世
界
を
作
り
ま
せ
ん

か
？

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～

○
会
場　
コ
ミ
セ
ン
第
一
会
議
室

〇
講
師　
更
別
昆
虫
研
究
所

　
　
　
　
所
長　
斎
藤　
彦
馬　
氏

〇
参
加
費　
１
，
０
０
０
円
（
材
料
費
）

〇
申
込
締
切

　
12
月
９
日
（
金
）�

※
募
集
定
員
15
名

問　
放
課
後
活
動
パ
オ
パ
ブ
（
包
場
部
）

　
　
代
表　
松
田　
健
司

　
　
（
☎
０
９
０
・
８
２
７
３
・
３
８
０
３
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
様

式
は
任
意
）。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　
町
民
（
又
は
団
体
）
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）
の

メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益
的
な

情
報

（
注
）
広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
、
掲
載
を
お
断

り
し
ま
す
。

※�

原
則
、
基
本
的
事
項
の
み
掲
載
す
る

こ
と
と
し
、
詳
細
情
報
は
折
込
チ
ラ

シ
か
、
代
表
者
へ
の
問
合
せ
で
伝
え

る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
料
金

　

�

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
を
折
込
み

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
１
月
号　
12
月
５
日
（
月
）

　

２
月
号　
１
月
９
日
（
月
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※�

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
☎
２
・
０
１
８
４
）
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国保病院
外来日程（12月、1月）のお知らせ 問　国保病院（☎2－3111）

12月２日 ( 金 ) 大江医師
12月16日 ( 金 ) 大江医師
12月27日 ( 火 ) 小熊医師

【精神科】
１月６日 ( 金 ) 大江医師
１月10日 ( 火 ) 布施医師
１月20日 ( 金 ) 大江医師
１月24日 ( 火 ) 佐野医師

12月５日 ( 月 ) 坂上医師
12月19日 ( 月 ) 坂上医師

【耳鼻咽喉科】
１月23日 ( 月 ) 坂上医師

毎週木曜の午後 後藤医師

【眼科】
毎週火曜日の午前（予約制） 藤田医師

【皮膚科】
12月９日 ( 金 ) 梶田医師
12月23日 ( 金 ) 梶田医師

１月13日 ( 金 ) 梶田医師
１月27日 ( 金 ) 梶田医師

毎週水曜の午後　（予約制） 土居医師
毎週木曜の午前 清水医師

【整形外科】
12月６日 ( 火 ) 関口医師
12月13日 ( 火 ) 木村医師
12月20日 ( 火 ) 関口医師
12月27日 ( 火 ) 木村医師

１月10日 ( 火 ) 木村医師
１月17日 ( 火 ) 関口医師
１月24日 ( 火 ) 木村医師
１月31日 ( 火 ) 関口医師

【脳神経外科】
12月１日 ( 木 ) 鎌田医師
12月８日 ( 木 ) 鎌田医師
12月20日 ( 火 ) 佐土根医師
12月22日 ( 木 ) 鎌田医師

１月５日 ( 木 ) 鎌田医師
１月12日 ( 木 ) 鎌田医師
１月17日 ( 火 ) 佐土根医師
１月26日 ( 木 ) 鎌田医師

【消化器内科】
毎週水曜日の午後　※午前は検査を行っています。 友田医師

【循環器内科】
毎週水曜日の午後 遠田医師
第１、３、５木曜日の午後 赤津医師

【内科】
毎週火曜の午前、水曜、木曜の午後　休診

Ｃ
Ｓ
を
支
え
る
広
尾
っ
子
応
援
団
本
部

　
広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
は
、
各
学
校
の

Ｃ
Ｓ
の
取
組
に
連
携
・
協
力
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
地
域
学
校
協
働
本
部
と

い
う
呼
び
方
で
す
が
、
広
尾
町
で
は
、
活

動
の
意
義
を
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
の

あ
る
表
現
に
す
る
た
め
に
広
尾
っ
子
応
援

団
本
部
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
学
校
協
働
本
部
は
、
今
か
ら

５
年
前
に
、
国
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
次
世

代
の
地
域
・
学
校
創
生
プ
ラ
ン
」
の
中
に

あ
る
も
の
で
、
地
域
と
学
校
の
双
方
向
的

な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
本
町
で
は
設
置
後
か
ら
、
学
校
支
援
を

は
じ
め
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
放
課
後
の

ふ
れ
あ
い
広
場
、
応
援
団
だ
よ
り
の
発
行

等
の
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
地

域
の
皆
様
に
は
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
学
校
支
援

が
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
か
ら
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
広
尾
っ

子
の
成
長
に
寄
せ
る
温
か
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
が
学
校
の
応
援
団

に
な
る
と
い
う
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら

取
組
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
貢
献

　
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
ウ
ッ
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
か
か
わ
る
木
製
ラ
ン
タ
ン

の
作
成
に
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
が

協
力
し
ま
し
た
。

　
各
学
校
で
は
、
事
業
を
担
当
し
て
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
の
説
明
や
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
懸
命
に

作
成
し
て
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
木

製
ラ
ン
タ
ン
は
、
今
、
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
で

美
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
タ
ン
作
り
を
頑
張
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
地
域
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
た
、
貢
献
で
き
た
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
尾
町
中
高
一
貫
教
育
の
事
業

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
中
学
生
と
高
校
生

に
よ
る
合
同
清
掃
活
動
も
地
域
貢
献
の
一

つ
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
学
校
毎
や
各
種
団
体
、
も

し
く
は
、
個
人
で
の
活
動
も
含
め
る
と
地

域
貢
献
に
値
す
る
も
の
が
、
い
く
つ
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
体
験
の
積
み
重
ね
が
、
地
域

に
対
す
る
思
い
の
高
ま
り
や
愛
着
に
つ
な

が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

 

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します

12月15日（木）　清水医師休診

29 広報ひろお　2022年（令和４年）12月号



シリーズ国民年金／地域包括支援センター
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■
閉
じ
こ
も
り
と
は

　
「
閉
じ
こ
も
り
」
と
は
、
一
日
の
ほ

と
ん
ど
を
家
で
過
ご
し
、
週
に
１
回

も
外
出
し
な
い
こ
と
で
す
。
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
生
活
が
続
く
と
、
筋
力

や
食
欲
が
低
下
し
、
認
知
症
や
う
つ

な
ど
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
「
１
週
間
に
１
回
」
以
上
外
出
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
若
い
世
代
の
方
も
、
ご
両
親
な
ど

身
近
な
高
齢
者
の
方
が
閉
じ
こ
も
り

が
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、

是
非
お
出
か
け
し
や
す
い
よ
う
な
声

か
け
や
手
助
け
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

■
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
た
め
に

□
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

　
起
床
や
就
寝
時
間
を
一
定
に
し
て

リ
ズ
ム
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

□
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す

　
家
事
や
植
木
の
手
入
れ
、
買
い
物

な
ど
普
段
か
ら
役
割
を
持
つ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
若
い
頃
よ
り
手
早
く

上
手
に
で
き
な
く
て
も
良
い
の
で
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
こ
と
は
続

け
ま
し
ょ
う
。
ご
家
族
の
方
も
、
で

き
る
こ
と
は
手
を
出
し
す
ぎ
ず
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

□
外
出
の
機
会
を
持
つ

　
趣
味
の
集
ま
り
や
地
域
の
活
動
な

ど
、
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
い
き
い
き
百
歳
体
操

や
ふ
ま
ね
っ
と
、
サ
ロ
ン
な
ど
へ
の

参
加
も
お
勧
め
で
す
。

■
心
配
な
時
は
気
軽
に
ご
相
談
を

　
閉
じ
こ
も
り
の
原
因
は
、
筋
力
が

弱
っ
て
歩
行
が
困
難
に
な
る
な
ど
の

身
体
的
問
題
、
や
る
気
が
起
こ
ら
な

い
な
ど
の
心
理
的
な
問
題
、
出
か
け

先
が
無
い
な
ど
の
社
会
環
境
の
問
題

な
ど
様
々
で
す
。
手
立
て
が
見
つ
か

ら
ず
心
配
が
あ
る
時
は
、
ぜ
ひ
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
２・３
３
７
０
）

高
齢
者
の『
閉
じ
こ
も
り
』を
予
防
し
よ
う

373

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
に
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
対

象
の
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
８

月
末
以
降
順
次
、
請
求
可
能
な
旨
の
お

知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
請
求
書
）
に
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
は
が
き
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま

で
に
請
求
書
が
届
く
よ
う
に
ご
提
出
い

た
だ
け
な
か
っ
た
場
合
も
手
続
き
は
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
令
和
５
年
１
月
４

日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
提
出
し
な
か
っ

た
場
合
、
令
和
５
年
２
月
分
以
降
か
ら

の
お
支
払
い
と
な
り
、
令
和
４
年
10
月

分
か
ら
令
和
５
年
１
月
分
ま
で
の
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
お
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

現
在
受
給
中
で
、
引
き
続
き
支
給
要

件
に
該
当
す
る
方
は
、
お
手
続
き
不

要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、
お
電
話
で
お
客
様
の
家
族
構
成

や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番

号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど

の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
又
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
☎
２・０
１
７
１
）

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！
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けんこうひろば 健康管理センター☎2－5122

が
ん
検
診・特
定
健
診
等

日
時　
１
月
22
日(

日)
　
　
　
　
　
23
日(

月)

受
付　
６
時
30
分
～
10
時
30
分

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込　
12
月
23
日(
金)

ま
で

が
ん
検
診

　
２
人
に
１
人
が
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
る
「
が
ん
」。
年
１
回
、

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
35
歳
以
上
の
方

　
　
　

 （
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50

歳
以
上
の
男
性
）

内
容
・
料
金

・
胃
が
ん
検
診 

１
，
０
０
０
円

・
肺
が
ん
検
診 

３
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診 

６
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
検
診

 

１
，
０
０
０
円

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　
個
人
で
受
け
る
と
最
大
約
１
万

円
か
か
る
検
査
が
、
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象

① 

30
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に

加
入
中
の
方

② 

75
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
中
の
方

③ 

30
歳
以
上
で
生
活
保
護
世
帯
の

方
※ 

①
～
③
以
外
の
方
で
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
を
お
持
ち
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
容　

 

身
体
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
な
ど

料
金　
無
料

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象　

 

40
～
70
歳
で
、
受
診
し
た

こ
と
が
な
い
方

内
容　

 

血
液
検
査

　
　
　
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
）

料
金　
７
０
０
円

※ 

各
種
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
は
、
年
度
内
70
歳
以
上

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
感
染

し
て
も
す
ぐ
に
症
状
が
現
れ
ま
せ

ん
。

　
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
早
期

発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
の
方

　
　
　
（
５
年
に
１
回
）

内
容　
血
液
検
査

料
金　
無
料

※ 

未
成
年
の
方
は
、
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

日
程　
２
月
８
日
（
水
）

受
付　
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
12
時
30
分
～
14
時

対
象　
40
歳
以
上
の
女
性

※
対
象
外　

　

 

医
療
機
関
で
治
療
中
ま
た
は
経

過
観
察
中
の
方
、
令
和
３
年
度

に
受
診
さ
れ
た
方

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

料
金　
２
，
０
０
０
円

※ 

70
歳
以
上
・
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
で
す
。

※ 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の

方
は
利
用
で
き
ま
す
。

申
込　
１
月
20
日
（
金
）
ま
で

広
尾
町
不
妊
治
療
等
助
成
事
業

　
広
尾
町
で
は
、
不
妊
治
療
を
受

け
て
い
る
方
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
に
不
妊
治
療
費
等
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
医
療
保
険

が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
助

成
内
容
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
料
理
教
室

日
程　
１
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
13
日
（
金
）

時
間　
10
時
～
13
時

対
象　
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生

定
員　
各
10
人

料
金　
３
０
０
円

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

内
容　
調
理
実
習
と
栄
養
講
話

申
込　
12
月
28
日
（
水
）

（今月の担当）
保健師　梅坪　梨央「シリーズ高血圧⑤　血圧は細動脈がカギ」　

腕の血圧が違っていても、毛細血管の圧を
一定にするために細動脈が調整役になります。
細動脈へかかる圧が高いと、血管が膨らんだり、キズついた
りして、動脈瘤ができて血管が傷んでいきます。
細胞に血液が届く圧があれば大丈夫。
それ以上は血管を傷めます。

細胞で栄養や酸素が
出入りできる血流速度に
するため毛細血管の血圧は
誰でもみんな一定です

今回は“細動脈”のお話しです。血圧のコントロールは“細動脈を守るため”に行います。

腕の血管 毛細血管

５～８㎜
エンピツの太さ

０.２～０.５㎜
シャープペンの芯の太さ

０.００５㎜
髪の毛の太さ

高
血
圧

細胞へ

正
常
圧

差１４５㎜ Hg

血圧１８０㎜ Hg

血圧１２０㎜ Hg

差８５㎜ Hg

毛細血管の血圧は

＼１５㎜ Hｇ／

グッ！と圧を抑えて

＼３５㎜ Hｇ／

細動脈

❷

❶

特に！
傷みやすいのは
“脳 と 腎臓”
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館☎2－2141

出発!!移動図書館バス

お
は
な
し
会
に
つ
い
て

読
書
週
間

館
内
に
つ
い
て

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
日
、

み
な
ら
い
サ
ン
タ
の
み
な
ち
ゃ

ん
が
は
じ
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
届
け
に
行
き
ま
す
。

　
み
な
ち
ゃ
ん
は
無
事
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
密
に
な
る

状
況
を
避
け
る
た
め
、
閲

覧
用
机
の
椅
子
の
数
を
減

ら
し
対
応
し
て
い
ま
し
た

が
、
参
考
資
料
室
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
解
放
し
、

雑
誌
が
置
い
て
あ
る
近
く

に
ソ
フ
ァ
ー
を
置
く
な
ど

「
場
」
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
勉
強
の
た
め
の
利
用
が

多
い
場
合
は
、
施
設
内
３

階
会
議
室
や
２
階
和
室
な

ど
を
利
用
し
対
応
し
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
図
書

館
事
務
室
ま
で
お
声
か
け

く
だ
さ
い
。

読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
、

２
つ
の
企
画
を
実
施
し
ま

し
た
。

①
紅
葉
の
木
を
作
ろ
う
！

多
く
の
お
子
さ
ん
が
葉
っ

ぱ
を
貼
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
「
木
」
が
完

成
し
ま
し
た
。

②
図
書
館
職
員
の
「
推
し

本
」

職
員
手
づ
く
り
の
ポ
ッ
プ

で
本
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
貸
出
が

あ
り
好
評
で
し
た
。

　

土
曜
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル　

◇
日
時
：
12
月
24
日
（
土
）

◇
時
間
：
午
前
10
時
30
分
～

◇
内
容
：�

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
の
他
、
お
楽
し

み
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

『
み
な
ら
い
サ
ン
タ
』�

そ
の
だ　
え
り
：
作

�

文
溪
堂

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
老
い
の
玉
手
箱�

樋
口　
恵
子

◇
さ
つ
ま
い
も
の
お
菓
子�

若
山　
曜
子

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
烏
の
緑
羽�

阿
部　
智
里

◇
新
！
店
長
が
バ
カ
す
ぎ
て�

早
見　
和
真

児
童
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
だ
じ
ゃ
れ
む
か
し
む
か
し　

�

長
谷
川　
義
史

◇
じ
い
ち
ゃ
ん
の
山
小
屋

�

佐
和　
み
ず
え
（
作
）

年末年始の休館について
12月29日（木）～１月３日（火）

※１月４日（水）から開館します。

12
月
2
日

（金）

丸山寿の家 １０：５０～１１：１０

丸山３丁目集会所前 １１：２０～１１：４０

役場前 １１：５５～１２：１０

音調津郵便局前 １２：３５～１２：５０
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俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

我
が
命
わ
が
身
に
問
い
し
秋
の
暮�

髙た
か
な
み浪　　

洋よ
う
こ子

日
め
く
り
の
薄
く
な
り
ゆ
く
秋
の
暮�

佐さ
さ
き

々
木　
蓮れ
ん
げ
つ月

漁
船
い
ま
満
月
背
負
い
戻
り
け
り�

中な
か
や
ま山　　

道み
ち
よ代

垣
越
し
に
会
津
訛
り
や
吊
る
し
柿�

石い
し
や
ま山　

登と

志し

恵え

秋
寒
や
小
刻
み
に
呼
ぶ
母
の
声�

平ひ
ら
は
ら原　

伊い
つ
こ

都
子

海
峡
を
渡
る
秘
仏
や
菊
香
る�

伊い
と
う藤　

て
い
こ

　
短
　
歌

今
日
の
日
を
明
日
も
ま
た
よ
と
見
送
っ
て

　

日
増
し
に
老お

え
る
我
が
人
生
よ�

本ほ
ん
だ田　
　
道み
ち
こ子

何
食
べ
る
何
で
も
良
い
と
即
答
で

　

注
文
し
て
も
無
理
を
見
越
し
て
か�

佐さ
さ
き
々
木
恵え
み
こ
美
子

　体験型観光担当の磯野です。今回は「宿泊比率」を切り
口に、広尾町の観光課題を明確化させます。宿泊比率とは、
一市町村を訪れた年間観光入込客に占める宿泊者の割合を
示した値です（造語）。それを可視化した右の地図をみると、
南十勝や日高地域は相対的に宿泊比率が高い一方、広尾町
の数値は3.9％と低く、他の市町村と比べても通過型観光地
としての性格が強いと推察されます。このように、観光課題
を客観的に明示し、その解決に向けた時宜に適った体験型観
光プログラムの企画運用に直結させることを心掛けています。「な
ぜそれをやるのか」「やってどうなるのか」を常に意識しなが
ら日々 の活動に取り組み、邁進していきます。

“食材”は“食財”。
　カジカ汁がおいしい季節ですね、特産品開発担当の中村です。
ここ数か月は、広尾町の食文化についてや、広尾町には四季折々
どんな食材があってどんなロスがあるのかなどについてもう一度立ち止まって振り返ってみました。海があり、港
があり、魚がいる。広尾町は漁が盛んで港の存在が大きく町を支えていることを再認識するとともに、まだまだジ
ビエや未利用魚といった活用しきれていない資源がたくさんあると思いました。著名なシェフの方 に々広尾町を訪
問していただき、広尾町の食材を使用して調理をしてもらいましたが、本ししゃもや鹿肉のポテンシャルの高さに
驚いていました。「やっぱり広尾町の食材ってすごい！広尾町の財産だ！」と思うとともに、商品開発という立場で
今ある資源を時代に合わせて価値化しさらに活気のある広尾町を見てみたい（つくりたい）と思いました。

＼磯野です！／

＼中村です！／

Vol.79広尾町地域おこし協力隊 隊員日記

33 広報ひろお　2022年（令和４年）12月号



広尾町子育て支援センター（☎2－2553）　〒089-2621　公園通北２丁目51番地２《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

●
情
報
提
供
／
芽
室
町
魅
力
創
造
課
魅
力
創
造
係　
☎
０
１
５
５・６
２・９
７
３
６

お楽しみ広場
日　程　12月６日（火）　２～４歳対象
　　　　　　７日（水）　１歳対象
　　　　　　８日（木）　０歳対象
場　所　子育て支援センター
内　容　�今月はクリスマスにちなんだシール遊

びをしたいと思います。簡単でわかり
やすいのでお母さんと一緒に楽しく出
来ると思います。遊びに来てね。

クリスマス会（10時30分～）
日　　程　12月15日（木）�２～４歳対象
　　　　　　　16日（金）�１歳対象
　　　　　　　19日（月）�０歳対象
場　　所　子育て支援センター
人　　数　各先着５組
申込期間　12月１日（木）～７日（水）
参 加 費　580円（プレゼント代）
　　　　�＊９:30～10:30までの開放はお休みし

ます。午後は通常通りです。

12　月　の　あ　そ　び

月 火 水 木 金
１日　 ２日　

０　　歳 ２～４歳
５日　 ６日（お楽しみ広場） ７日（お楽しみ広場） ８日（お楽しみ広場） ９日

１　　歳 ２～４歳 １　　歳 ０　　歳 ２～４歳
12日 13日 14日 15日（クリスマス会） 16日（クリスマス会）

１　　歳 ０　　歳 ２～４歳 ２～４歳（申し込み順） １歳（申し込み順）
19日（クリスマス会） 20日 21日　（絵本大好き） 22日（ママとも広場） 23日　
０歳（申し込み順） １　　歳 ２～４歳 １　　歳 ０　　歳
26日 27日 28日 29日 30日

２～４歳 １　　歳 ０　　歳 休　　　所 休　　　所

友
好
都
市
通
信
◯136

　
広
尾
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
ク

リ
ス
マ
ス
が
待
ち
遠
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
ね
。
さ
て
、
10
月
31
日
、
芽
室

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
あ
り
北
海

道
十
勝
ス
カ
イ
ア
ー
ス
選
手
で
あ
る
横

野
純
貴
さ
ん
が
ひ
ろ
お
保
育
園
を
訪
問

し
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

園
児
た
ち
に
は
、
ボ
ー
ル
の
扱
い
方
を

学
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
後
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
園
児
た

ち
が
楽
し
そ
う
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

る
姿
や
、
園
庭
に
こ
だ
ま
し
た
明
る
い

歓
声
な
ど
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
全
身
で
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
今
後
も
、
今
回
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

交
流
の
ほ
か
、
互
い
の
地
域
の
産
業
や

文
化
、
食
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
け
る
よ
う
な
様
々
な
形
で
、
う
み

と
や
ま
の
ふ
れ
あ
い
交
流
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※
う
み
と
や
ま
の
ふ
れ
あ
い
交
流
と
は
、

昭
和
62
年
に
「
ま
ち
づ
く
り
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
」
と
、
同
じ
十
勝
に
位
置
し
な

が
ら
も
、
気
候
や
文
化
が
全
く
異
な
る

う
み
の
ま
ち
広
尾
町
と
や
ま
の
ま
ち
芽

室
町
と
の
相
互
交
流
の
こ
と

写
真
左
手
前
　
横
野
純
貴
選
手
、

写
真
右
奥
　
　
吉
田
哲
登
選
手

（
本
別
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

《
芽
室
町
編
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放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：藤田医師）

広尾町生涯学習まちづくりセミナー兼広尾町まちづくり
ボランティア講座（ 13：30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

お楽しみ広場（ ２～４歳対象）
特設人権相談所（ 13:00）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
認知症サポーター養成講座（ 18:30）
お楽しみ広場（ １歳対象）
運転免許証更新時講習

（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45/ 初回15:00）
お楽しみ広場（ ０歳対象）
年金相談（商工会館※要予約10:30）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：荒井医師）

のびのびサロン（ 13:30）

広尾毛がにまつり（シーサイドパーク広尾特設会場９:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)

クリスマス会（ ２～４歳対象10:30）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：藤田医師）

クリスマス会（ １歳対象10:30）

X マス苔テラリウム作り体験会（ 13:00）

総合型地域スポーツ事業「ヨガ」（ 10:00～12:00）

クリスマス会（ ０歳対象10:30）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
生活・仕事相談会（ 15:00※要予約）

終業式（広尾高）
絵本大好き（ ２～４歳対象10:30）

ママとも広場（ １歳対象）
放課後読書等ふれあい広場・サテライト応援団本部 ( 14:30)
内科夜間診療（ 17:30※担当：山口医師）

終業式（広尾小・豊似小・広尾中）

土曜おはなし会スペシャル（ 10:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

役場年末年始休業（１月３日まで）
図書館年末年始休館（１月３日まで）

国保病院年末年始休業（１月４日まで）
（※緊急の場合は、休み中も受付）

：コミュニティセンター　 ：健康管理センター　 ：子育て支援センター　 ：青少年会館
：老人福祉センター　 ：広尾町国民健康保険病院　 ：町立図書館　 ：児童福祉会館
：生活支援ハウスなごみ　 ：農村環境改善センター
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12月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、６日（火）14:00～14:40、13日（火）14:00～15:10は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。
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表紙の写真
大丸山森林公園の木製ランタンは昨年
よりも数が増え、公園内を暖かい光で
照らしています。来年は更に数が増え
る予定ですので、サンタランドイルミネー
ションの今後の動向にぜひご注目くだ
さい。（撮影：町民通信員 厚谷晃基）

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
 人　口　6,251人（−７人）
 男　性　3,019人（−１人）
 女　性　3,232人（−６人）
 世帯数　3,243世帯（−４世帯）
内訳
 自然増減　−８
　（出生０人・死亡８人）
 社会増減　+ １
　（転入等21人・転出等20人）
 その他　　+ １
 ※外国人住民を含みます
 　（10月31日現在）
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